
’10.2

はじめに
昨年の10月、「一般社団法人観光と地域づくり推進

研究機構」を道内のいくつかの大学教員等と立ち上げ
た。筆者は学生時代から台湾に関わり、特に2004年度
からは北海道物産の輸出や台湾からの観光客誘致にも
携わってきた。その成果と反省に立って、機構の今後
の方向性を「行動しながら確立する」ための組織とし
て、常に具体的な役割を果たしていこうと考えている。
対象は、当面は実績もありパイプもある台湾であるが、
韓国や中国、東南アジアも将来的には視野に入れてい
きたい。ここでは、台湾との「双方向的観光交流」に
ついての方針を紹介するが、物産の輸出入等の経済交
流も進める予定である。
台湾の北海道ブームのかげり
台湾からの観光客は、2009年には大幅に減少したと

はいえ、23万人も北海道を訪れている。また、台湾で
の「北海道物産展」は相変わらず人気があるし、魚介
類、米、乳製品等の北海道物産の輸出も続いている。
しかし、07年以前には28万人前後が北海道を訪れて

いたのであるから、 2割近くも減少していることにな
る。また、北海道物産の輸出も伸び悩んでいる。これ
らの現象は、リーマンショック以降の経済不況や円高
が大きな原因ではあるが、台湾からの観光客入込数の
伸び悩みは、経済不況以前からいわれており、これま
でにもさまざまに分析され、サービスの向上、価格の
抑制、新たな商品（プログラム）の開発、体験型観光
への転換などの提案がなされていている。しかし、い
まひとつ、根本的なことが忘れられているのではない
だろうか。
双方向的交流の必要性
それは、「一方通行的過ぎる」という問題である。

台湾からの観光客は年間23万人であるのに対し、北海
道から台湾への観光客は 2万人前後といわれている。
台湾のスーパーやデパートでは北海道物産が日常的に
販売されているのに対して、台湾物産を北海道で販売
しているのを目にすることはない。このような不均衡
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状態は、台湾側にとって受け入れがたいことはいうま
でもない。また、今回のような経済不況や円高の影響
を直接的にこうむることにもなる。
筆者は04年から北海道物産の台湾への輸出や観光客

誘致に携わってきたが、当初から、北海道だけが利益
を得るのではなく、台湾も北海道も利益を上げられる
体制への転換の必要性を訴えてきた。筆者はこれを
「双方向的交流」と呼んでいる。
Sightseeing 的観光からの転換
この「双方向的交流」を推進するには、従来型の

Sightseeing※的な観光では限界がある。これまでの観
光は、函館山の夜景や支笏湖、洞爺湖、阿寒湖、摩周
湖、知床の自然世界遺産、温泉や旭山動物園等を巡る
ことだと思われてきた。しかし、この種の観光が経済
不況や通貨レートなどに強く影響されることは、今回
の経済不況で明らかとなった。確かに Sightseeing 的
な観光の需要もなくなりはしないし、そのための改善
も必要であるが、それだけに頼るのではなく、より積
極的な観光客誘致の手法として、留学や技術研修、技
術交流、スポーツ合宿等も広い意味での観光ととらえ
て取り組みを図るべきであろう。これらは、筆者の目
指す「双方向的交流」にも適しており、これまでのよ
うな「爆発的な北海道ブーム」とはならないにせよ、
持続的かつ安定的な関係を築くことができるので
ある。
具体的な手法
現在、台湾の自治体や政府に提案している内容の一

部が、「健康スポーツ交流」である。その第一歩として、
コンサドーレの台湾合宿の受け入れを提案している。
台湾ではサッカーはあまり人気があるスポーツではな
いが、コンサドーレが台湾で合宿することで、道民の
台湾に対する認知度を増やすことが狙いである。
また、台湾でのパークゴルフ場の建設も、 2年前か

ら取り組んでいる。これによって冬期には 1万人以上
の道内の愛好家を台湾に送り込むことができる。ただ
し、単に北海道民が台湾でパークゴルフを楽しむので

は発展性がない。台湾では日本から輸入したゲート
ボールが盛んであることから、パークゴルフ愛好家を
増やすことは可能である。冬は台湾で、夏は北海道で、
互いに訪問しあってのパークゴルフ交流があってこ
そ、発展性がある。
さらに、高校や大学のスポーツクラブの相互合宿も
可能である。野球、バスケットボールは特に台湾でも
人気が高いので、交流試合を含めた合宿は充分考えら
れる。これも夏は涼しい北海道に台湾からの合宿を誘
致し、冬は温暖な台湾へ合宿を送り込むという双方向
的な手法が可能である。これらを通じて、合宿以外の
大学・高校間の交流も促進されることになる。
今後の課題
「健康スポーツ」をテーマにした交流の実現のため
には、台湾側と北海道側の緊密な連携が必要とされて
いることはいうまでもない。一昨年、台湾の彰化県の
スポーツ施設、合宿施設等を視察したが、北海道側の
要望とはズレがあるように思えた。合宿施設自体は立
派なものもあるが、 4人から 8人の大部屋のみで、共
同シャワーしかなかったりする。徴兵制のある台湾で
は、これは当たり前なのだろうが、日本の学生・生徒
には向かないように思う。また、トレーニング設備が
付随していなかったり、芝生の管理が不十分だったり、
食事への配慮も欠ける（弁当のみ）という問題点もあ
げられる。これらは文化の相違でもある。
また、北海道側も台湾からのこの種の交流誘致に積
極的とはいえない。そして何よりも相互の情報が不足
している。台湾側も北海道側も、これらの需要がある
ことすら理解していないのである。したがって台湾側
の受け入れ体制、北海道側の受け入れ体制等について
の、情報の収集と蓄積が必要とされている。幸い、昨
年12月に台北駐日経済文化代表処札幌分処がオープン
したので、今後の改善が期待されるところである。
当社団法人が、このような新たな交流の役に立てれ
ばと願っている。

※   Sightseeing
見物、観光、遊覧。


